
 
 

 

 

 

 

 1995 年 1 月 17 日の兵庫県南部地震は死者 6000 名を越す阪神・淡路大震災を起こしま

した。その後の緊急調査の一つとして、前年 1994 年 7 月から発生し始め発生深度が徐々

に浅くなり深度 1km 以浅の地震も観測された兵庫県猪名川町群発地震発生域で深さ 1000

ｍの調査ボーリングが行われ、水圧破砕法での応力測定 1)とともに AE 法などのコア法で

の応力測定が行われました 2)。調査ボーリング孔の地質は地表から深さ 427m までが超丹

波帯山下層（砂岩及び頁岩）、427m から 967m までが超丹波帯長尾山層（凝灰岩を伴う砂

岩及び砂岩頁岩互層）、697ｍから 1000ｍまでが丹波帯箕面コンプレックス（頁岩）でし

た。 

 水圧破砕法での測定では、100ｍ孔の 79ｍ～95m 区間での 5 深度と、1000ｍ孔の 568

ｍ～946ｍ区間での 8 深度の結果が報告されています。水圧破砕試験後の孔壁の型取り結

果に明瞭な縦亀裂が確認され、算出した応力値の信頼性が高いものとして、次の 4 深度で

の水平最大応力・水平最小応力・水平最大応力の方位が報告されています。 

   深度 95ｍ： 7.7MPa  3.7MPa  N17°W 

   深度 580m： 18.5MPa 12.5MPa N78°E 

   深度 682m： 20.3MPa 14.5MPa N62°W 

   深度 946m： 69.6MPa 38.7MPa N65°W 

これらの結果では、深度 95ｍでの応力方位が他の 3 深度と有意に違っていました。深度

580ｍと 682ｍでの応力値は Tanaka（1986）による西日本標準応力勾配式 3)での値とほぼ

一致していましたが、深度 946ｍでの応力値は西日本標準応力勾配式での値の 2～2.5 倍と

非常に大きい値でした（深度 929m では、型取り試験は行われていませんが、縦亀裂が発

生していたと仮定すると、水平最大応力 73.2MPa・水平最小応力 42.0MPa となり、深度

946ｍでの応力値とほぼ同じ値でした）。このように大きな応力値は、同じく群発地震発生

域直上での測定であった栃木県足尾町での深度 600ｍ以深でも測定されています 4)。 

 

AE 法での応力測定は深度 80ｍ付近・580ｍ付近・946ｍ付近からの採取コアを用いて行

われましたが、AE 発生数が極めて少なく応力値を推定することはできなかったと報告さ

れています 2)。 

 

 ASR 法での地圧推定は、1000ｍ孔の 967ｍおよび 980ｍから 998ｍにかけて約 3ｍ毎に

採取した計 8 個のコア（圧砕岩 1 個と砂質頁岩 7 個）で行われ、大きな非弾性ひずみが測
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【文献紹介】 



定された圧砕岩 697ｍコアと砂質頁岩 992ｍコアでの水平最大主ひずみの方向（東西）は

水圧破砕法で求めた水平最大主応力の方向とほぼ一致したが、非弾性ひずみが小さかった

砂質頁岩 995ｍコアでの水平最大主ひずみの方向（北北東）は一致しなかったこと、これ

ら以外のコアでは有意な非弾性ひずみは測定されなかったと報告されています 2)。 
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